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　 157． 子宮内膜 の ホ ル モ ン 依存性獲得過 程 に 閼 す る

研究

　　　　（千葉国立千葉病院）

　　　　　　　森川　真
一一，武久　　徹 ， 岩津　英雄

　 ラ ッ トに エ ス ト ロ ゲ ソ を投与す る と子宮の Perokidase

が増加す る．最近 こ れ は エ ス ト ロ ゲ ソ 依存性組織に 特異

的で ある こ とが示 唆され た ．そ こ で ラ ヅ ト子宮 の 成 長 過

程 に 伴 う Peroxidase の 変動を調 べ エ ス トロ ゲ ソ 感受性

獲得 の 機序を解明すべ く以下 の 実験を行 な い Perexidase

測定 が エ ス ト ロ ゲ ン 依 存性 組織 こ於 け る エ ス トμ ゲ ソ 反

応性 の 有効 な marker に な り 得 るか 否 か を 検討 した．

Peroxidase活性 の 測定 は Himrnelhochの 方法 に 準 じ，

使 用 せ る ラ ッ トは Sprague：Dawley 系雌 ラ ッ 】・で ある．

　成績 ：Aging に 併な うラ ッ ト子宮内 Peτoxidase 活性 を

見 る と40日 以前 の 未成熟 で は きわ め て低 値 で 50 日齢 を 境

に 急速に 増加 （mean ±S・E・77・7±33・Ou／9　tissue） し ，

70 日齢で最高値328。9± 111．1を示 し加齢 に 伴な い 活性値

は 低 下 し た．50日齢 の 各臓器 の Peroxidase 含有量 は脾

臓 肺臓，胸腺 ， 子宮 で 高値を 示 し ， 肝臓 は検出不能，

卵巣 は きわ め て 低値 で あつ た．70 日齢で 卵剔を 行 な い 3

週間後で は 活性値 は 約300分 の 1（1．32±0．32）に な つ た ．

こ の 卵剔 ラ ッ トに 17re−estradiol 　4011g！lOegr　B．　Weightt

投与 に て 24時間後 で 約 2 倍，48時間後 で は ピーク とな り

（92．48±23．8）5 日後で は 17．24±7．05と低下 した．一
方

未成熟 ラ ヅ ト で は 同様 に 24時間後 69．6± 13．4，48時間後

95．0±45．9，5 日後で は 246．O±58．4 とな り卵剔 ラ ッ ト と

比較す る と17β一estradiol に よ る 子
’
宮内 Peroxidase の 誘

導 に 違 い が あつ た ，な お こ の 誘導は estradlol の 濃度依

存性 で あつ た．か つ
，

こ の 様な反応 は 子宮以外 で は 認め

られ な か つ た． 17β一estradiol に よる 子宮内 Peroxidase

活性 の 誘導 は Act−D 及び Cycloheximide の 投与に よ

りそれぞれ 約 IO分 の 1 以下 に 抑制され 有意差 を 認め た

（P〈 0・Ol）．以上 の 成積よ リエ ス ト ロ ゲ ソ に よ る Peroxi−

dase 誘導は エ ス ト ロ ゲ ソ 依存性組織 に 特異的 で あ り，

こ の 反応 は きわ め て 鋭敏 で あ り Peroxidase は こ匚ス ト v

ゲ ン 反応性の marker 　protein と し て 臨床的，基礎的研

究 に 広 く使用 され得 る事が 判明 した ．

　質問　　　　　　　　 （京都府立 医大）岡 田　弘 二

　  エ ス ト ロ ゲ ソ の 種類や 勣物種 属差 に よ り peToxi−

dase 活性に 差があ ります か．

　   　per居xidase 活性を marker と し て エ ス ト ロ ゲ ン の

bioassayは
ー
可能で し よ うか．

　回答　　　　　　 （千葉鬮立千葉病院）森川　真
．−

　 1・ エ ス ト ロ ゲ ン の 種類 に よ り Peroxidase活性 の 誘

導 の 強 さ に違い がある。

　又動物 の 種類 に よ り 誘導 の 強 さ が違 い mice ＞ rat ＞

hamsterの 順で あ る．

　 2． エス ト ロ ゲ ン 依存性組織 に お い て は Peroxidase

活性 の 測定 は bioassay に 使用 され 得 る 可能性 が ある．

　158． 子宮内膜上皮黐胞 に お ける標識 ス テ ロ イ ドホ ル

モ ンの 取 り込 み （・NRG 的検索 と 組織内放射活性の 検

討 ）

　　　 （大阪大微研）

　　　　　　　松井　義 明，早川　謙
一，奥平 　吉雄

　　　　　　　西浦　治彦，井 1
−
1 正男 ， 沢田　益臣

　　　　　　　大鶴　栄史，吉川
’

有子，平賀　葉子

　正 常及 び癌化子宮内膜 の ホ ル モ ソ 依 存性，と くに 組織

細胞内へ の 性 ス テ P イ ドホ ル モ ソ の 移行に 関 し て は，t・−J

つ に は 生化学的 な Receptorassayが あ り，も う
一

つ に は

標 識 ス テ ロ イ ドの ARG に よ る 形態学的方法があるが，

今回 DCC 法 に よ る R ・ c ・pt・ r−assay を 行 うと 共 に ，雌
BALB ！C 系 ヌ

ー
ドマ ウ ス 移植人 子 宮内膜癌 5 例及 び 担

癌 マ ウ ス の 正 常子宮内膜上 皮 の
3H −E2

，

3H −P ．の 取 り込

み を各種光顕及 び 電顕的 Auto−Radio−Graphy （ARG ）で

観察 した．光顕 レ ベ ル で は Stumpf らが 開発した Free−

ze −dry・method が 最も よい とされ て い るが 操作に 困難が

あ り，ま た 電顕 レ ベ ル で は まだ基礎的段階 で あ りま す．

そ こ で よ り簡単 で 正 確 な方法を 求 め るべ く凍結乾燥切片

法 ，
Epon 樹脂切片法，　 Durcupan 樹脂切片法，　 Paraffin

切片法 を 用 い た 光顕ある い は 電顕 ARG を行 い ，それ と

共 に ，固定脱水 に お け る 標識 ス テ ロ イ ドの 組織 内保存

鼠 漏出量 に つ い て ・ xidlzer −Liquid−scintillati ・ n −c・ unte ・

に よ り定量測定 し，各 種方 法 を 比較検討 した，

　結果 ： 光顕的に は Freeze−d・y−m ・th・d が
一一
番良好 な

結果 を み た が，Paraffin切片 で も定巌的に 約60％ の 組織

内保存が あ り，切片上 で も銀粒子 の 存在 が 認 め られた．

有機溶媒 を使用 し ない Durcupan包填 の 場合，約80％ の

組織内保存 が あ りか つ 組織細胞 の 変性 も少な く， 光顕電

顕 ARG 共良好な結果 を得た．ま た，　 Epon 法で も標識

ス テ ロ イ ドの 取 り込み を観察す る事が 出来た．
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